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研究成果の概要（和文）：平成16年秋の原因不明急性脳症では患者が55名に達し17名が死亡した。スギヒラタケの関与
が疑われ、研究代表者らはスギヒラタケ中に青酸が含有されていること。スギヒラタケ中青酸濃度に年による変動があ
ることなどを明らかにした。そして青酸が急性脳症の発症に関与していることを推定し、その発症メカニズムについて
検討してきた。平成23年から3年間、同一地点できのこを採取したが天候不順により平成24年以外はきのこの発生が十
分でなく、スギヒラタケ中の青酸濃度を測定することは困難であった。
天然の材料を用いた研究は、天候などの環境により影響を受けるためスギヒラタケを人工栽培することを試みた。

研究成果の概要（英文）：In autumn 2004, 59 cases of acute encephalopathy were reported across 9 prefecture
s in Japan.We concluded that encephalopathy experienced caused by was the cyanogenic mushroom.We study the
 mechanism of the acute encephalopathy by cyanogenic mushroom, Pleurocybella porrigens. For three years fr
om 2011, we collect the mushrooms at a same point.But the occureence of mushroom is not enough except 2012
 by unseasonable weather.It is difficult to study with natural materials is affected by the environment su
ch as weather. We tried to artificial cultivation the Pleurocybella porrigens.
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１．研究開始当初の背景 

 2004 年秋、秋田県、山形県、新潟県を中心

とした日本海側の地方で、原因不明の急性脳

症患者が発生した。これら 3県の患者数は 55

名で、そのうち死亡者は 19 名と高い致死率

であった。当初、感染症の疑いと報告された

が疫学的調査の結果否定されることになっ

た。多くの患者が共通で摂取しているものと

してスギヒラタケが疑われることになり厚

生労働省は食用としないように警告した。と

ころがスギヒラタケは発生地点に間違えや

すい毒きのこがないため、東北地方では昔か

ら食用きのことしてもっとも一般的に食べ

られていたきのこの一つで、多くの人々を不

安に陥れることになった。 

 

２．研究の目的 

 我々は先の科学研究費による研究でスギ

ヒラタケに青酸が含有されることを明らか

にしてきたが、スギヒラタケ中で青酸が産生

するメカニズムについては明らかになって

いないため、従来よりも高感度な測定方法の

イオンクロマトググラフィを用いて青酸産

生メカニズムを明らかにしようとした。また、

青酸の代謝酵素のロダナーゼ量を健常者と

透析患者とで比較し、急性脳症の原因がスギ

ヒラタケ中の青酸であることを証明するこ

とを研究の目的とした。研究の後半では研究

材料としてのスギヒラタケが気候の変動を

受け安定的に採取できないために栽培方法

について検討した。 
 
３．研究の方法 

(1)きのこの採取 

秋田県内の急性脳症発症患者が採取した

地点を中心とした山林にてスギヒラタケを

採取した。平成 23 年、平成 24 年、平成 25

年に同一地域に入山しスギヒラタケを採取

した。当初、採取地点を他県を含めて計画し

ていたが、初めて入った地点でのスギヒラタ

ケの採取は困難であるため秋田県内の同一

地点のスギヒラタケに絞ることにした。 

 

(2)スギヒラタケ中青酸濃度の比較 

 スギヒラタケ中の青酸濃度は、各種環境変

化により変動することが考えられる。実際に

同一採取年であっても、採取地やきのこ個体

により青酸濃度に差が観察されている。その

ため、多数の原因不明急性脳症が発生した

2004 年とその後のスギヒラタケ中青酸濃度

を比較する目的で同一採取地での採取を毎

年行った。それらについてガスクロマトグラ

フィで分析を行った。 

分析方法は 

ガスクロマトグラフ：HP-6890 

カラム：Supel-Q PLOT (30 m x 0.53 mmφ)、

温度：カラム 50℃（1 分）―（10℃/分）－

120℃（6分）、注入口：200℃、検出器：250℃、

キャリヤーガス：He 3.6 ml/min、検出器：

NPD 

 

(3)チオシアネート、シアネートの測定 

体内に摂取された微量の青酸は生理的状

態では 

 チオ硫酸塩＋青酸→亜硫酸塩＋ﾁｵｼｱﾈｰﾄ 

（低毒性） 

 

しかし、基質となるチオ硫酸塩は生体内で硫

黄を含むアミノ酸から合成されるため、腎不

全患者のような動物性タンパク質の摂取が

少ない場合などはチオ硫酸塩が不足し、 

 

少ないチオ硫酸塩＋青酸→亜硫酸塩＋ｼｱﾈｰﾄ 

               （神経毒） 

となり、神経毒のシアネートが原因となり急

性脳症を発症したものと考えられる。そのた

め、血清中チオシアネート、シアネートの測

定を試みた。人工透析患者および健常者の血

清について検査を行った。 

 リン酸緩衝液中でチオ硫酸ナトリウム、青

酸カリウム、血清を混合し、30℃で約 20 分



間反応させ、ホルムアルデヒドで反応を停止。

ミリ Q水で希釈後、イオンクロマトグラフィ

で測定した。30℃で反応させる前にホルムア

ルデヒドを加えたものを対照として考察し

た。 

イオンクロマトグラフ：日本ダイオネクス 

カラム：IonPac ICE-AS1(9 x 250mm) 

溶離駅：10mM 硫酸 流量：1.0 mL/min 

サプレッサー：AMMS-ICEII ポストカラム駅

0.5M NaOH 検出器：電気化学検出器(ED40) 

 

(4)スギヒラタケの人工栽培について 

きのこのような天然の材料を用いた研究

は、天候やその他の環境による影響を受ける

ため研究材料を集めることは容易ではない。

実際に 3年間の研究期間で実際にスギヒラタ

ケが採取できたのは 1 年だけであった。その

ため本研究材料のスギヒラタケを人工栽培

することが可能かどうか検討を始めた。この

検討は京都市立芸術大学の辻山駒子博士に

協力していただき行われた。これまで人工栽

培は試みられてきたが、栽培法は確立されて

いない。そこで採取した菌糸について希釈平

板法により単胞子分離を行った。試験用菌株

を作成し培地に移し菌糸の増殖を試みた。 
 

４．研究成果 

(1)スギヒラタケの採取 

本研究によるスギヒラタケの採取は平成

23 年度から 3年間毎年行われてきたが、平成

24 年度以外は天候不順によりスギヒラタケ

の発生や生育状況が良くなく、採取が困難で

研究期間の3年間および以前の研究結果と比

較するのは困難であった。 

 

(2) スギヒラタケ中青酸濃度の比較 

 以前の研究結果から平成 17 年度、平成 18

年度、平成 20 年度のスギヒラタケに含有す

る青酸濃度は明らかに年とともに減少して

いた。本研究により平成 23 年度、24 年度、

25 年度のスギヒラタケ中青酸濃度を測定す

ることで、年々減少していることをさらに証

明することを目標としたが、天候等の影響に

より明らかにすることができなかった。しか

し、先の 3年間の結果からだけ見ても平成 16

年度のスギヒラタケ中青酸濃度が異常に高

かった可能性を示唆している。 

 

(3)スギヒラタケの人工栽培について 

スギヒラタケの人工栽培は菌株を使って、

おが粉培地での人工栽培試験を試みた。菌糸

の集まりである菌株の培養は成功したが、き

のこ（子実体）を発生させることはできなか

った。きのこの子実体発生には、温度、水分

（湿度）、栄養素、光、ガス環境などの因子

が関わっており、さらに詳細な条件設定を検

討しなければならないが、今後の研究課題と

なった。 

 

(4) チオシアネート、シアネートの測定 

 血清中のチオシアネートおよびシアネー

トをイオンクロマトグラフィで測定したが、

血液透析患者と健常者の間には有意差は見

られなかった。患者の病歴など条件を統一し

たものではないため確定した結果ではなく、

今後も条件を整えて精査する必要がある。 

 

(5) 他の研究者による研究状況 

 スギヒラタケと急性脳症を直接結びつけ

る研究は見られないが、スギヒラタケに含有

される細胞毒性成分ポリゲニックアシドを

検出した研究やスギヒラタケからビタミン D

類似物質を検出したことにより、急性脳症と

の因果関係を考察する研究などがある。2004

年秋以外にスギヒラタケの急性脳症発症の

報告は全く見られず、そのため真の原因究明

は困難になっている。 
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